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平安時代からの妖怪画の伝統を現代に伝える水木しげる

水木しげると日本の妖' 怪展
２月５日から３月2 1 日まで､ ｢ 水木しげると日本

の妖怪展｣ が兵庫県立近代美術館で開かれている。
水木しげるの妖怪画の原画百点を通して、妖怪画
の源流を日本美術の中にたどっています。

会場入口では妖怪のオブジェが待ちかまえる。
神戸の海へ進水
２月１６日、川崎重工神戸工場

で建造中の潜水艦「ふゆしお」
の進水式が行われた。畠山防衛
事務次官による命名および支綱
が切断されると、全長7 7 メート
ルのテイアドロップ型の船体は
静かに冬の海へ。平成７年３月●コウベスナップ 捺かに冬の海へ。平成７年３月紙吹雪の舞う中静かに滑り出す
には完成し防衛庁に引き渡され
る予定である。

栄誉を称えて、藍綬褒賞受賞
昨年、神戸市会議員勤続2 0 周年を表彰された浜本律子さんが此
度藍綬褒賞を受賞され、後援会発足2 5 周年も併せて祝う会がホテ
ルオークラ神戸にて、２月1 2 日に催され、雪の中約3 0 0 名がお祝い
に駆けつけた｡ ｢ 受賞で宮中の神戸の街に尽くし続ける浜本さん

欝鵜羅篭扇言手霊綬褒章受章
ために力一杯活動を誓いまし

興鴛雷種雲霧調瀧謹

こうべ芸文2 0 周年記念式典をひらく
こうべ芸術文化会議（伊勢田史郎議長）が2 0 周

年を迎え２月2 1 日の夕べ、神戸ポートピアホテル
で盛大に開催、約2 0 0 名が新年に集まった。服部
正前会長を始め元役員たちに感謝状が贈られた。
表彰を受けた元役員の皆さん（ご苦労さま. / ）
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さ
わ
や
か
な
神
戸
の
風
、
神
戸
の
街
、
が
好
き
で
す
。

街
、
風
が
と
ど
け
て
く
れ
る
レ
ッ
ド

海
、
風
が
と
ど
け
て
く
れ
る
ブ
ル
ー

草
花
が
と
ど
け
て
く
れ
る
パ
ー
プ
ル

山
、
風
が
と
ど
け
て
く
れ
る
グ
リ
ー
ン

Ａ

ホ
ワ
イ
ト
の
風
に
の
っ
て
私
の
心
に
と
ど
け
て
く
れ
る

田
、
園
が
と
ど
け
て
く
れ
る
イ
エ
ロ
ー

ｌＲＴＫ○Bに
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和
宙
ﾉ 峰八
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セルッティ1 8 8 1 神戸店
神戸市中央区京町６７
TEL(078)333-2354

営業時間／１１: 0 0 A M ～8 : 0 O P M ／水曜定休
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大丸神戸店

畷~|厩
圏賑 闇函

一

Ⅱ’

④

ノ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



■丹延引

咽
・
【
蝿
』
、
、
ま

い
毎
吋
割
”
膨
呼
〆
叱

〆

唾
〕

》
一

E
C E ⅢT I l 8 8 1

PA R I S

手考套零奇笥篇

＝

'

ｶｰ君カン…………eaOOO円吊燕蛎燕1端ﾆﾙ説j65POO円係蕊職場認:%･ｳｰﾙ5%）
Tｼ ｬ ﾂ ( ｼ ﾙ ｸ 1 0 0 % ､ ｻ ｲズ3 6 . 3 8 . 4 0 )３８０００円

セルツテイ1 8 8 1 神戸店
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余分な装飾のない､ 着心地ばつぐんの仕
立てｂ着る人の個性とイメージに合わせて
美しく変化するシルエットが快いｾ ﾙ ｯ ﾃ ﾝ 「
の' 9 4 春夏は､ ほんのりとエスニックなテイ
ストをとり入れていますもアジアの影響を都
会的にアレンジした新しいプリントや､ 淡い
アースカラーの表現により、フェミニンな
優しさの中に、スポーテイーなトレンドを
つくり出していま式

ノ

ー

一

影

※
表
示
価
格
に
は
、
消
費
税
は
含
ま
れ
て
お
り
ま
膳
恥
酢
酸
』

互須■
＝一一

ジャケット･…･ ･ ･ ･………･…･ ･ ･ ･．．…１０５‘０００円
（バージンウール1 0 0 ％､サイズ3 4～4 2 ）
ブラウス(ｼﾙｸ100％､ｻｲズ36.38)．.…･95,000円
スカート・…･ ･ ……………･ ……･ …･ ４０，０００円
（バージンウール1 0 0 ％､サイズ3 4～4 2）
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）

田
中
悠
子
先
生

〈
珠
坐
詐
窪
霊
繍
高
務
豊
〉

村
上
和
子
さ
ん

／

和
紙
で
表
現
す
る

あ
た
た
か
い
世
界

朝
日
ビ
ル
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
『
縁
』
オ
ー
プ
ン

全
国
に
釦
教
室
、
サ
ー
ク
ル
も
含
め

る
と
、
生
徒
２
万
人
を
持
つ
「
ち
ぎ
り

絵
」
の
し
ゅ
ん
こ
う
。
建
て
か
え
の
た

め
離
れ
た
朝
日
ビ
ル
が
装
い
新
た
に
完

成
し
た
の
に
伴
い
、
４
年
ぶ
り
に
古
巣

へ
・
４
月
１
日
に
”
ギ
ャ
ラ
リ
ー
縁
“

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
部

指
導
講
師
の
田
中
悠
子
さ
ん
に
「
ち
ぎ

り
絵
」
の
魅
力
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

｢ 暖かみのある作品ばかり。お客さまをお迎えする玄関に飾るのもいいですね｡ 」と村上さん。
｢ 手でちぎることによって柔らかみのある色合いがでるんです｡ 」と田中先生。

村
上
暖
か
み
が
あ
っ
て
素
敵
な
世
界

で
す
ね
。
お
好
き
な
色
と
か
、
逆
に
使

わ
な
い
色
と
か
は
あ
る
ん
で
す
か
？

田
中
ピ
ン
ク
と
か
ブ
ル
ー
が
好
き
で

す
ね
。
オ
レ
ン
ジ
系
は
あ
ま
り
使
わ
な

か
っ
た
ん
で
す
が
、
北
海
道
教
室
が

オ
ー
プ
ン
し
て
、
初
め
て
見
る
北
国
の

す
ば
ら
し
い
紅
葉
を
目
に
し
、
そ
の
時

の
感
動
を
絵
に
し
た
い
と
紅
葉
の
作
品

を
作
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
以
来
、
そ
う

い
う
色
も
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

村
上
新
鮮
な
も
の
を
見
る
と
作
品
も

影
響
を
受
け
る
ん
で
す
ね
。
今
回
椅
麗

な
ビ
ル
に
移
ら
れ
て
、
色
使
い
に
も
変

化
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

田
中
そ
う
で
す
ね
。
環
境
に
よ
っ
て

も
色
彩
感
は
変
わ
り
ま
す
か
ら
。

村
上
〃
し
ゅ
ん
こ
う
〃
の
ち
ぎ
り
絵
の

特
徴
と
い
う
の
は
あ
る
ん
で
す
か
。

田
中
た
だ
ち
ぎ
る
の
で
は
な
く
、
和
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田中悠子先生

司毒【

、

／
えん

ギｬﾗ'ノー、縁､、 紙
を
薄
く
剥
ぐ
手
法
も
用
い
ま
す
。
そ

う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
じ
色
で
も

濃
淡
が
出
ま
す
。
「
ち
ぎ
り
絵
」
と
い
う

と
、
た
だ
単
に
紙
を
貼
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
方
が
多
い
で
す
が
、
剥
ぐ
と
い

う
手
法
に
よ
っ
て
、
微
妙
な
色
の
変
化

を
出
す
こ
と
が
で
き
、
奥
行
の
あ
る
作

品
に
な
る
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、
従
来

の
「
ち
ぎ
り
絵
」
と
違
っ
て
、
よ
り
絵

画
的
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

村
上
な
る
ほ
ど
・
・
・
そ
れ
で
、
暖
か

み
が
あ
っ
て
、
花
び
ら
１
枚
１
枚
が
軽

や
か
な
、
あ
の
よ
う
に
素
敵
な
作
品
を

作
る
こ
と
が
出
来
る
ん
で
す
ね
。

田
中
和
紙
そ
の
も
の
の
持
つ
独
特
の

暖
か
さ
は
絵
の
具
に
は
な
い
味
わ
い
で

す
か
ら
、
自
分
の
才
能
以
上
に
紙
が
努

('舵:ぅ

しゅんこう企画展を始めとし、各
教室、サークルの作品発表の場とし
て、又一般の貸画廊として幅広く
ご利用頂けます。尚、和紙等材料の
販売も計画しております。
皆様のサロンとしてどうぞ御気軽

にお立ち寄り下さい。

和紙ちぎり絵第１集～第３集
柳原書店2 , 5 0 0 円

神戸朝日ビル教室他全国6 0 教室
お問い合わせは
〒6 5 O 神戸市中央区浪花町５９朝日ビル1 2 階
TＥＬ（0 7 8 ) 3 3 2 - 2 6 1 2 ㈹・ＦＡＸ（0 7 8 ) 3 3 2 2 4 7 0

テ
ー
マ
に
、
シ
リ
ー
ズ
展
開
し
て
頂
け

た
ら
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
・
・
・
・

田
中
そ
う
で
す
ね
、
そ
れ
も
素
敵
で

い
い
で
す
ね
。

村
上
最
後
に
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
名
前

の
由
来
を
教
え
て
頂
け
ま
す
か
。

田
中
た
く
さ
ん
の
方
に
集
ま
っ
て
頂

い
て
、
皆
さ
ん
と
の
ご
縁
を
大
切
に
し

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
名
前

で
す
。

村
上
作
品
の
中
か
ら
何
か
を
感
じ
と

っ
て
、
お
持
ち
帰
り
下
さ
い
、
と
い
う

「
縁
」
で
も
あ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
こ
れ

か
ら
も
「
ち
ぎ
り
絵
」
の
世
界
を
素
敵

に
展
開
し
て
下
さ
い
ね
。

塗開館時間／A M 1 0 : ００～P M S : ００
■休館日／日･ 祝日第２．４．５土曜

和紙ちぎり絵

力
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。

（
対
談
中
も
、
し
き
り
と
手
元
の
和
紙
を

剥
ぐ
田
中
先
生
）

村
上
そ
う
し
て
い
る
と
、
ス
ト
レ
ス

も
な
く
な
っ
て
い
い
で
す
ね
（
笑
）
。

田
中
手
元
に
あ
る
と
、
つ
い
つ
い
剥

い
で
し
ま
っ
て
・
・
・
（
笑
）
。
皆
が
寝
静

ま
っ
た
夜
中
に
制
作
す
る
ん
で
す
が
、

和
紙
を
剥
ぐ
音
が
部
屋
に
響
い
て
、
と

て
も
心
地
い
い
ん
で
す
よ
。

村
上
作
品
の
テ
ー
マ
は
？

田
中
花
、
風
景
、
人
物
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
テ
ー
マ
で
作
り
ま
す
が
、
や
は
り

花
が
多
い
で
す
ね
。

村
上
せ
っ
か
く
神
戸
に
素
敵
な
ギ
ャ

ラ
リ
ー
が
オ
ー
プ
ン
す
る
ん
で
す
か

ら
、
こ
れ
を
機
に
神
戸
ら
し
い
様
々
な

瞬
間
を
と
ら
え
て
、
神
戸
の
歳
時
記
を

◆

『
叩
Ⅱ
Ⅲ
１
Ｍ
’
０

村上和子さん
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マスクフィジブルパック

可

怪

『春
の
訪
れ
も
も
う
間
近
で
す
。
み
ず

み
ず
し
く
美
し
い
お
肌
で
、
春
の
光
を

浴
び
、
輝
き
た
い
も
の
で
す
。
今
回
は

ゲ
ラ
ン
パ
リ
の
春
に
向
け
て
の
コ
ー

ス
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

f 偽錘韓/ 秘鍋ｗ

GUERl-A1N
IﾘﾍRlS

ホテルオークラ神戸店
の

エレガントタイム
■

春
に
向
け
て
の
コ
ー
ス
ご
紹
介

E S T H E T l C

③
ポ
デ
ィ
ヶ
ァ

コ
ー
ル
ラ
ポ
ワ
ー
ル

普
段
手
の
行
き
届
か
な
い
全
身
の
古
い
角
質
を
エ

ク
ス
フ
ォ
リ
ア
ン
ト
（
ス
ク
ラ
ブ
ク
リ
ー
ム
）
で
除
去

し
、
し
っ
と
り
感
と
輝
き
の
あ
る
お
肌
に
し
ま
す
。

適
度
な
刺
激
が
お
肌
に
張
り
を
与
え
、
キ
メ
細
か
な

皮
膚
を
作
り
ま
す
。
ス
ク
ラ
ブ
の
あ
と
は
、
リ
ン
パ

マ
ッ
サ
ー
ジ
。
全
身
の
お
肌
に
ボ
デ
ィ
専
用
美
容
液

で
栄
養
を
与
え
な
が
ら
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
い
ま
す
。

血
液
循
環
を
促
進
さ
せ
新
陳
代
謝
を
高
め
ま
す
。
西

洋
と
東
洋
の
手
法
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
が

凝
り
を
ほ
ぐ
し
、
素
晴
ら
し
い
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が

得
ら
れ
ま
す
。

す
。
サ
ロ
ン
で
し
か
出
来
な
い
パ
ッ
ク
で
、
保
湿
力

の
高
い
ア
ク
ア
セ
ロ
ム
と
目
も
と
専
用
の
ア
イ
セ
ロ

ム
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
、
コ
ラ
ー
ゲ
ン
繊
維
シ
ー

ト
を
使
用
し
た
特
殊
な
パ
ッ
ク
で
す
。
こ
の
パ
ッ
ク

も
水
分
補
給
の
速
効
パ
ッ
ク
で
す
の
で
、
疲
れ
た
お

肌
を
回
復
さ
せ
る
の
に
は
、
と
て
も
効
果
的
で
す
。

女
性
に
と
っ
て
み
ず
み
ず
し
い
お
肌
は
あ
こ
が
れ
で

す
が
、
透
明
感
の
あ
る
み
ず
み
ず
し
い
お
肌
を
素
早

く
つ
く
る
に
は
こ
れ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

』
①
２
月
か
ら
、
新
コ
ー
ス
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
る

〃
フ
ィ
ジ
ブ
ル
パ
ッ
ク
“

ｌ
こ
の
様
な
お
肌
の
方
に
ｌ

元
オ
イ
リ
ー
ス
キ
ン
の
肌

表
面
が
厚
く
て
固
い
肌

ニ
キ
ビ
跡
が
残
っ
て
い
る
肌

小
ジ
ワ
が
あ
り
、
活
力
を
失
っ
た
肌
、
く
す
み
の

あ
る
肌

ｌ
効
果
ｌ
ｌ

お
肌
の
キ
メ
を
細
か
く
し
、
ソ
フ
ト
な
感
触
に
な

る
パ
ッ
ク
で
す
。
し
っ
と
り
と
し
た
お
肌
に
仕
上
げ
、

張
り
を
出
さ
せ
、
小
ジ
ワ
を
目
立
た
な
く
さ
せ
ま
す
。

●
２
月
か
ら
フ
ィ
ジ
ブ
ル
パ
ッ
ク
を
多
く
の
方
に
試

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
と
て
も
好
評
で
す
。

非
常
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
パ
ッ
ク
で
す
し
、
速
効

性
も
高
く
、
キ
メ
の
細
か
さ
、
張
り
の
出
方
は
目
で

見
て
も
わ
か
る
程
で
す
。

今
ま
で
暖
房
で
固
く
な
っ
た
皮
膚
も
、
春
に
向
け

て
フ
ィ
ジ
ブ
ル
パ
ッ
ク
で
う
る
お
い
を
与
え
て
あ
げ

る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
乾
燥
が
気
に
な
る
方
、
老
化

が
気
に
な
り
始
め
て
い
る
方
等
に
は
一
度
お
試
し
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
水
分
補
給
の
イ
シ
マ
ス
ク

ー
こ
の
様
な
お
肌
の
方
に
ｌ

水
分
不
足
の
お
肌

乾
燥
肌

目
の
ま
わ
り
等
小
ジ
ワ
が
気
に
な
る
肌

表
面
が
固
く
て
う
る
お
い
が
な
い
肌

く
す
み
の
あ
る
肌

ｌ
効
果
ｌ
ｌ

素
早
く
水
分
を
補
給
し
ま
す
。
保
湿
が
高
く
乾
燥

し
た
お
肌
を
み
ず
み
ず
し
く
さ
せ
ま
す
。
張
り
が
生

ま
れ
、
小
ジ
ワ
た
る
み
を
目
立
た
な
く
さ
せ
ま
す
。

疲
れ
た
目
も
と
、
特
に
ま
ぶ
た
を
回
復
さ
せ
ま
す
。

透
明
感
の
あ
る
お
肌
に
し
ま
す
。

●
イ
シ
マ
ス
ク
は
、
ゲ
ラ
ン
の
代
表
す
る
パ
ッ
ク
で

ノ

神戸市中央区波止場町2 - 1
メリケンパーク内

ホテルオークラ神戸7 Ｆ

TEL.(078)391-7811
担当後藤

ｃ
神
戸
っ
子
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
方
は
各
ト
リ
ー
ト

メ
ン
ト
を
ご
優
待
価
格
で
お
受
け
い
た
だ
く
こ
と
が

出
来
ま
す
。

直
接
お
電
話
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

Gfr敵ｌＮ
ｎＡＲｌＳ

ホテノレオークラ神戸店

、
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西

こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
雑
誌
で
す
。

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
心
の
手
帖
で
す
。

３
月
号
目
次
●
１
９
９
４
１
３
９
５

表
紙
／
故
小
磯
良
平
シ
リ
ー
ズ
「
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
」
（
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
所
蔵
）

セ
カ
ン
ド
カ
パ
ー
／
西
村
功
「
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
」

目
次
／
福
井
恵
子

Ⅱ
第
４
回
神
戸
っ
子
賞
受
賞
者
／
宮
崎
辰
雄

似
第
麺
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
受
賞
者
／
文
学
部
門
Ⅱ
村
中
秀
雄
・
美
術
部
門
Ⅱ
牛
尾
啓
三

音
楽
部
門
Ⅱ
岡
本
一
郎
・
舞
台
芸
術
部
門
Ｉ
貞
松
正
一
郎
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
部
門
Ⅱ
福
井
恵
子

Ⅳ
コ
ウ
ベ
ス
ナ
ッ
プ

旧
ア
ー
ト
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
／
南
和
恵

訓
私
の
意
見
／
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
ス
タ
ン
ド
の
一
体
感
を
」
仰
木
彬

犯
第
４
回
神
戸
っ
子
賞
・
第
銅
回
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
発
表

弧
れ
ん
さ
い
エ
ッ
セ
イ
／
「
バ
ベ
ル
の
佳
垂
丸
本
明
子
絵
・
中
西
勝

詑
私
と
神
戸
／
「
都
市
格
の
あ
る
神
戸
を
」
吉
本
晴
彦
絵
・
灘
本
唯
人

弱
コ
ー
ヒ
ー
プ
レ
イ
ク

㈹
オ
ー
レ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
「
市
民
の
手
で
神
戸
に
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
を
」

垢
地
域
文
化
論
／
「
モ
ダ
ン
寺
の
破
壊
を
見
て
」
武
田
則
明

相
第
４
回
神
戸
っ
子
賞
選
考
座
談
会

釦
第
頭
回
プ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
選
考
座
談
会
／
文
学
部
門
・
美
術
部
門
・
音
楽
部
門

舞
台
芸
術
部
門
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
部
門

別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
座
談
会
／
「
神
戸
を
劇
場
都
市
に
」
妹
尾
河
童
・
石
阪
春
生
，
夏
目
俊
二

榛
名
由
梨
・
玉
岡
か
お
る

鮪
ひ
ょ
う
ご
ウ
ォ
ー
ク
／
「
但
馬
・
理
想
の
都
の
祭
典
」

池
Ｏ
ｈ
Ｉ
タ
カ
ラ
ヅ
カ
／
大
関
弘
政
・
紫
苑
ゆ
う
・
麻
蹟
さ
き

花
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ポ
ッ
ト

閲
あ
る
集
い
／
兵
庫
県
中
国
人
留
学
生
支
援
の
会
・
関
西
オ
リ
エ
ン
ト
協
会
・
神
戸
マ
イ
ス
タ
ー

Ⅲ
神
戸
の
お
嬢
さ
ん
／
村
上
実
知
子
・
大
谷
晶
子

価
嘉
納
千
紗
子
の
宇
宙
／
３
月
「
陽
」

胴
亀
井
一
成
の
ズ
ー
ム
・
ｌ
Ｎ
・
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ⅲ
神
戸
と
住
友
③
／
藤
本
識
雄

Ⅲ
Ｋ
Ｆ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス

Ⅲ
ふ
た
た
び
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
Ｐ
の
研
究
室
／
岡
田
淳

伽
Ｊ
Ｃ
Ｉ
世
界
会
議
神
戸
大
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
１
①

伽
有
馬
歳
時
記
「
青
年
部
新
リ
ー
ダ
ー
」

脱
神
戸
を
福
祉
の
街
に
／
「
日
本
の
家
族
は
ど
こ
へ
ゆ
く
の
か
」
橋
本
明

剛
モ
ダ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー

剛
シ
ネ
マ
試
写
室
／
「
タ
ヴ
ィ
ア
ー
ニ
兄
弟
」
淀
川
長
治

剛
リ
サ
イ
タ
ル
よ
り
／
高
汐
巴
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

川
神
戸
百
店
会
だ
よ
り

脱
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

鵬
ぴ
っ
と
い
ん

鵬
る
ぽ
・
え
つ
せ
い
神
戸
⑱
／
「
朝
日
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
」
三
条
杜
夫
カ
メ
ラ
・
米
田
英
男

撤
第
旧
回
神
戸
文
学
賞
受
賞
作
③
／
「
駆
け
落
ち
」
楽
ミ
ュ
ウ
絵
・
田
中
徳
喜

Ⅳ
神
戸
っ
子
倶
楽
部
会
員
情
報

Ⅷ
北
野
マ
ッ
プ

Ⅲ
墨
い
る
で
つ
づ
る
恋
歌
・
源
氏
物
語
⑫
／
「
須
磨
」
国
広
節
夫
・
国
広
富
美
子

陥
海
・
船
・
港
／
「
ル
ミ
ナ
ス
神
戸
２
」
カ
メ
ラ
・
米
田
定
蔵

カ
メ
ラ
／
米
田
定
蔵
池
田
年
夫
松
原
卓
也
森
田
篤
志
森
田
純
三
米
田
英
男

Ｐ

■

■

■ 、

鹿

⑱

、 曲回

一
、

回

■

ｐ

畠雪豊_L(） ひ
■

■

■ ■
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2 3 周年の感謝の気持ちをこめて、
いつもは1 , 9 0 0 円の入浴料を5 0 0 円に／

お誘い合わせてどうぞ。

０

神戸市中央区下山手通2 - 2 - 1 0 ワシントンホテル向かい
営業時間／朝1 0 時～夜3 時( 通常）年中無休

サウナとエステテイック

神戸l/ﾃﾂｲｽｻｳｰ

KＯBEl-ADIES'SAUNA眉 年 念2３ 記

' 、－フ

チャリティ薬草浴
ー

､つもは1 , 9 0 0 円の入浴料がこの日だけは5 0 0 門。
: だし､ マッサージ､ ｴ ｽ ﾃ ﾃ ｨ ｯ ｸ をご希望の場合は別料金となります。
シサージ3 . 5 0 0 円オイルマッサージ６，０００円エステティック5 . 0 0 0 円より
アカスリ･オイルマッサージ･美顔のセット( 1 1 , 0 0 0円)始めました。

た
け
５

、

n 2 m 7 8 - 3 2 I -ギ7 ¥２

『性のための６つのバスで、
Ｉやかな薬草浴体験してください。

鰯: 蝋“鍔
温水バイブラバス●マッサージシャワー

〃
１
１
｝
ノ
形
伽

ヤリティにご協力くださ

さらにプﾚゼﾝﾄも/｜
当日お越しいただいたお客様には､ 優待カードをもれなく、
また抽選で素敵なプレゼントもﾉ

●混雑した場合は時間を限らせていただくこともあります。
●小学生以下のお子様はご遠慮ください。

両
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右／
セーター￥1 9 . 8 0 0
左／
Ｔシャツ￥6 , 9 0 0
ジャンバースカート

￥19. 0 0 0

ＭＡＣのお客様
奥野広宣・麻美子ご夫妻
愛犬Ｇｉｄｇｅｔ（ギジ）

ＳＩＮＣＥ１８９５Ｋ○ＢＥ

彼とギジ

３月の陽だまりに

はしゃぎすぎの私

面
一
画

ＨＥＡＤＯＦＦｌＣＥ７ＦＮＥＷＣＥＮＴＥＲ１－６－２２/ＳＡＮＮＯＭＩＹＡ－ＣＨＯＣＨＵＯ－ＫＵＫＯＢＥＣＩＴＹＯ７８－３９２－１６５１
ＳＡＮＮＯＭｉＹＡＭＡＣＳＡＮＮＯＭｌＹＡＣＥＮＴＥＲ－ＧＡｌｌＯ７８－３９１－０８９５
ＴＨＥＢＬＡＺＥＲＳＨＯＰＭＡＣＴＯＲ－ＲＯＡＤＯ７８－３9 1 = Ｏ８９６
ＤＯＬＣＥＭＡＣＳＡＮＮＯＭＩY A C E N T E R - G A l 2 0 7 8 - 3 3 2 - O 1 4 1
P L ＥＮＴＹＭＡＣＳＥＩＳｌＮＰＬＥＮＴＹ２ＦＯ７８－９９２－０Ｏ８８
ＦＥＳＴＡＭＡＣＨＩＭＥＪＩＦＥＳＴＡ２ＦＯ７９2 - 8 9 - 4 7 ３８
ＢＥＮＥＴＴＯＮＭＡＣＡＫＡＳＨｉＦＯＲＵＳ４ＦＯ７８－９１３－８１４２
ＳＵＮＶｌＯＬＡＭＡＣＴＡＫＡＲA Z U K A S U N V I O L A 3 F O 7 9 7 - 7 1 - 4 8 3 0

一
一
一

一
一
一
一

Ｍ ＡＣ
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グ
ラ
ウ
ン
ド
と

八
オ
リ
ッ
ク
ス
・
プ
ル
ー
ウ
ェ
ー
プ
監
督
Ｖ

仰
木
彬

ス
タ
ン
ド
の
一
体
感
を

平
成
４
年
、
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
脱
ぎ
、
故

郷
北
九
州
市
に
戻
り
、
解
説
者
と
し
て
の
仕
事
や
、
友
人
と
の
旧

交
を
温
め
る
日
々
を
過
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
縁
あ
っ
て
、
こ
の

度
、
再
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ブ
ル
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
、
神
戸
に
は
大
変
オ
シ

ャ
レ
で
ス
マ
ー
ト
な
街
だ
と
の
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
チ
ー

ム
の
方
は
、
戦
う
闘
争
集
団
で
す
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
す
ぎ
て
も
い

け
ま
せ
ん
。
今
年
の
。
ヘ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
は
大
変
な
混
線
に
な
る
と

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
や
は
り
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
が
重
要
で
す
。

ブ
ル
ー
ウ
ェ
ー
ブ
は
土
井
前
監
督
の
指
導
も
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス

の
い
い
チ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
投
手
陣
は
、
佐
藤
（
義
）
、
星

野
の
ベ
テ
ラ
ン
に
、
野
田
、
長
谷
川
、
伊
藤
敦
等
と
先
発
陣
が
揃

い
、
若
手
も
卿
畑
／
ｈ
の
ス
ピ
ー
ド
を
誇
る
牧
野
に
抑
え
と
し
て

期
待
が
も
て
ま
す
し
、
金
田
は
先
発
に
も
抑
え
に
も
い
け
る
で
し

ょ
う
。
小
林
、
戎
も
楽
し
み
で
す
。
又
、
攻
撃
陣
は
高
橋
（
智
）
、

藤
井
、
福
良
、
本
西
、
小
川
、
タ
イ
ゲ
イ
ニ
ー
ら
力
の
あ
る
選
手

に
、
タ
イ
ガ
ー
ス
か
ら
岡
田
、
さ
ら
に
、
打
線
の
核
と
し
て
期
待

さ
れ
る
新
外
国
人
選
手
キ
ャ
ブ
レ
ラ
が
加
わ
り
ま
す
。
攻
撃
の
核

が
固
ま
る
こ
と
で
、
前
後
を
固
め
る
選
手
の
潜
在
力
が
生
き
て
き

ま
す
。
目
指
す
は
ブ
ル
ー
サ
ン
ダ
ー
打
線
の
復
活
で
す
。
田
口
、

鈴
木
ら
足
の
あ
る
選
手
の
存
在
も
大
き
い
で
す
。
そ
し
て
チ
ー
ム

全
体
と
し
て
、
若
手
で
い
か
に
肉
づ
け
、
底
上
げ
で
き
る
か
と
い

う
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
神
戸
は
非
常
に
き
れ
い
で
素
清
ら
し
い

球
場
で
す
。
こ
の
球
場
で
フ
ァ
ン
の
皆
様
に
い
か
に
ゲ
ー
ム
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
か
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
ス
タ
ン
ド
の
一
体
感
が
生

ま
れ
る
か
、
そ
れ
に
は
何
と
い
っ
て
も
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
レ
ー

ス
で
優
勝
争
い
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
う
い
っ
た
中

で
、
選
手
達
の
個
性
も
輝
い
て
き
ま
す
。

監
督
の
仕
事
と
い
う
の
は
、
い
か
に
各
選
手
の
持
ち
味
を
引
き

出
し
、
レ
ー
ス
を
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
、
フ
ァ
ン
の

皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
る
べ
く
戦
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
熱

い
ご
声
援
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

画
一
私
の
意
見

１
３１
１
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小
誌
は
創
刊
釦
周
年
を
記
念
し
て
「
神
戸
っ
子
賞
」
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。
分
野
を
問
わ
ず
、
永

年
の
活
動
の
蓄
積
に
よ
っ
元
、
神
戸
文
化
の
振
興
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
功
労
の
あ
る
方
に
賞
を
贈
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
副
賞
と
し
て
、
ブ
ル
ー
メ
ー
ル
賞
同
様
、
地
元
企
業
の
ご
協
力
に
よ
り
賞
金
加

万
円
と
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

選
考
委
員
小
笠
原
暁
・
米
花
稔
。
石
阪
春
生
・
小
泉
康
夫

神
戸
生
ま
れ
の
神
戸
育
ち
、
神
戸
っ
子
市
長
と
し
て
名
声
を
馳
せ

た
の
は
、
宮
崎
辰
雄
前
市
長
で
あ
る
。
市
長
在
職
時
代
の
手
腕
は
、

宮
崎
辰
雄
鰐
菱
縄
鮎
識
池
鮮
融
蜘
蝿
蕊
雅
鑑
嫉

舗
謝
咋
称
潅
理
謝
謝
市
〉
蕊
詫
稚
漂
津
鋪
轄
擢
鯛
鍔
蕊
騨
計
鮮
諏

て
米
な
か
っ
た
と
い
う
。
八
小
農
夫
ｖ

村
中

１
３２
１

■
一
文
学

幽
因
神
戸
つ
子
賞

霊
伊
勢
田
史
郎
・
君
本
昌
夫
・
安
水
稔
和

村
中
秀
雄
が
昨
年
出
し
た
詩
築
の
題
名
は
『
お
ま
じ
な
い
』
。
詩

と
は
八
お
ま
じ
な
い
Ｖ
・
い
の
ち
と
い
う
傷
を
生
き
る
た
め
の
八
お

ぬ
雄
ま
じ
な
い
ｖ
・
ま
じ
め
で
ど
こ
か
ユ
ー
モ
ラ
ス
、
軽
や
か
で
い
て
そ

っ
と
重
い
。
生
き
る
こ
と
の
痛
み
と
歓
び
を
知
る
、
時
代
の
こ
と
ば

八
詩
Ｖ
と
感
性
を
身
に
つ
け
た
、
新
し
い
詩
人
の
誕
生
で
あ
る
。八

安
水
稔
和
Ｖ

秀
雄

☆
月
刊
神
戸
っ
子
詔
周
年
記
念
文
化
賞
／
第
認
回
受
賞
者
発
表

ブ
ル
ー
・
メ
ー
ル
賞

副
賞
各
加
万
円

新
谷
誘
紀
制
作

海
の
女
神
ブ
ロ
ン
ズ
像

小
誌
は
創
刊
、
周
年
を
機
に
、
神
戸
の
文
化
を
推
進
す
る
た
め
に
文
化
賞
「
ブ
ル
ー
・
メ
ー
ル
（
青

い
海
）
賞
」
を
設
定
い
た
し
ま
し
た
。
本
年
、
第
記
回
を
迎
え
、
各
部
門
別
に
選
考
会
を
開
き
、
左
記

の
５
名
の
方
に
賞
を
お
贈
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
副
賞
に
は
地
元
企
業
の
ご
協
力
に
よ
り
各
部

門
の
受
賞
者
に
賞
金
加
万
円
と
記
念
品
（
彫
刻
家
・
新
谷
藷
紀
氏
に
よ
る
ブ
ロ
ン
ズ
像
）
が
授
与
で
き

る
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
社
会
の
中
か
ら
世
界
に
通
じ
る
文
化
を
育
む
べ
く
、
努
力
精
進
し
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。
な
お
、
授
賞
式
は
４
月
過
日
（
水
）
午
後
６
時
訓
分
か
ら
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
・
借
楽

の
間
で
行
い
ま
す
。

８
３
逸
考
日
九
コ
日
巳
旧
。
子
．
陳
ヨ
ョ
尾
，
そ
ｋ
念

立
口
日
Ｉ
蚕
員
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と
し
て
、
そ
の
業
績
は
既
に
国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
中

岡
本
一
郎
世
と
ル
ネ
サ
ン
ス
音
楽
と
い
う
前
人
未
踏
の
分
野
で
二
十
年
を
越
え

る
演
奏
活
動
を
続
け
、
本
邦
初
演
の
曲
も
多
い
。
昨
年
も
目
覚
ま
し

八
リ
ュ
ー
ト
Ｖ
い
活
躍
で
新
し
い
境
地
を
開
い
た
。
八
小
石
忠
男
Ｖ

貞
松
正
一
郎
重
な
る
公
演
は
賞
賛
と
麓
暴
で
あ
る
．
創
立
時
か
ら
健
闘
を
続
け
て

い
る
方
々
を
忘
れ
て
は
い
な
い
が
、
「
王
子
」
の
『
哲
学
』
ま
で
も

☆
ブ
ル
ー
・
メ
ー
ル
賞
協
賛
企
業

財
団
法
人
井
植
記
念
会
株
式
会
社
木
下
真
珠
に
し
む
ら
伽
排
店

株
式
会
社
大
月
真
珠
角
南
商
事
株
式
会
社
株
式
会
社
ロ
ッ
ク
・
フ
ィ
ー
ル
ド

今
啓
パ
ー
ル
株
式
会
社
財
団
法
人
上
月
教
育
財
団
バ
ン
ド
ー
化
学
株
式
会
社

Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
伽
俳
株
式
会
社
神
戸
地
下
街
株
式
会
社
富
士
杜
仲
株
式
会
社

株
式
会
社
エ
ル
ア
イ
シ
ー
株
式
会
社
シ
ヤ
ル
し
株
式
会
社
山
勝
真
珠

関
西
信
用
金
庫
田
崎
真
珠
株
式
会
社

オ
ー
ル
ス
タ
イ
ル
株
式
会
社
そ
ご
う
神
戸
店
株
式
会
社
ワ

ノレ

僧

口
美
術
部
門

■
｜
音
楽
部
門

■
｜
舞
台
芸
術
部
門

ロ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
部
門
ｌ
蕊
藤
本
ハ
ル
ミ
・
小
泉
美
喜
子
。
鈴
木
章
子
。
重
兼
亘

箪
鶏
融
脅

唾

１
３３
１

の
表
裏
が
消
え
る
。
「
メ
ー
ビ
ウ
ス
の
帯
」
と
呼
ぶ
。
石
を
彫
っ
て

牛
尾
啓
一
二
こ
の
帯
を
造
る
技
法
を
開
発
し
た
牛
尾
啓
三
は
、
石
彫
の
魔
術
師
で

八
社
名
印
音
順
Ｖ

福
井
恵
子
灘
誰
矯
紳
鯛
闘
深
継
噸
州
認
識
郷

八
機
の
作
家
Ｖ
噸
鰐
鑑
識
姥
燕
臓
嘘
る
オ
リ
胴
黙
灘
咋

あ
る
。
表
と
裏
が
存
在
し
な
い
彫
刻
、
不
思
議
で
あ
る
。

八
彫
刻
Ｖ

八
増
田
洋
Ｖ

八
バ
レ
エ
Ｖ
を
高
貴
に
踊
れ
る
彼
の
堂
々
た
る
魅
ヵ
の
ヵ
壷
に
。
さ
ら
に
天
性
に

磨
き
の
か
か
る
の
を
祈
念
し
て
。
八
佐
野
漣
箕
Ｖ

蕊
佐
野
漣
箕
・
名
生
昭
雄
・
岡
田
美
代

ｌ
欝
乾
由
明
。
増
田
洋
・
伊
藤
誠

塞
霊
小
石
忠
男
・
柴
田
仁
。
出
谷
啓

れ
る
森
の
美
女
」
「
ぐ
る
み
割
り
人
形
」
「
白
鳥
の
湖
」
の
精
力
的
な

ダ
ン
ス
リ
ー
・
ル
ネ
サ
ン
ス
合
奏
団
の
主
宰
者
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

貞
松
・
浜
田
バ
レ
エ
団
の
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
三
大
バ
レ
エ
「
眠

テ
ー
プ
を
一
八
○
度
ね
じ
っ
て
両
端
を
貼
り
合
わ
す
と
、
テ
ー
プ

六
年
前
、
「
神
戸
港
を
考
え
る
会
」
が
主
催
す
る
〃
メ
リ
ケ
ン
地
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